
令和２年度 江南区組織目標 

組織名 江南区 区長 江南区長 米山 弘一 

組織の

目的・

方向性 

都市的なたたずまいと緑豊かな田園・自然がバランスよく共存している地

域特性や、地域が持つ宝、地域資源を活かすことでまちの魅力・活力を向上さ

せるとともに、区民の皆さんの安心安全で健康な生活を守ることで「笑顔あ

ふれる江南区」を実現します。 

江南区組織目標 

江南区の目的・方向性を実現するため、３つの視点により取組みを進めます。 

１つ目は「磨く」です。地域が持つ宝を磨いて可能性を引き出し、まちの活力向上に

つなげます。２つ目は「活かす」です。地域資源を活かし、まちの魅力を高めます。３

つ目は「守る」です。区民の皆様の安心安全で健康な生活を守ります。 

 この視点のもと、今年度は、新型コロナウィルスの影響を見極めながら、次の５つの

目標に重点的に取り組みます。 

重点目標 

１ 農業の６次産業化と農商工連携を推進し、地域特産品の育成により収益性の高い農

業経営の実現を目指すとともに、江南区親善大使キャラクターも活用しながら、江南

区の知名度アップを図ります。【磨く】 

２ 今後の区のまちづくりの方向性について区民と共有し、新たなまちづくりの機運醸

成を図ります。【活かす】 

３ 市全体や区の持続的な発展に繋がる計画的な土地利用を図ります。【活かす】 

４ 障がい者が製作したアート作品を活用し、障がい者への理解を深めるとともに、共

生社会についての機運醸成を図ります。【守る】 

５ 子どもや高齢者をはじめとして、区民が安心して暮らせる環境づくりを進めます。

 【守る】 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。
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◆重点目標ごとの主な取り組み 

○「食」のブランド強化・発信 
・特産農産物を活用した新たな加工品開発や販売 PR 
・藤五郎梅の生産体制の最適化や梅まつりの継続実施

○「農」に親しむ事業 
・集合方式のイベントを避け、直売所スタンプラリー、地場産食材の料理等を

対象としたフォトコンテストなど江南区の「農」を紹介する機会を検討

○江南区未来づくりプロジェクトの推進 
・江南区まちづくり協議会との連携により、今後の区のまちづくりの方向性について区

民と共有し、新たなまちづくりの機運醸成を図るためのリーフレットを作成

○（仮称）江南駅や新たな工業団地などの早期実現に向けた取り組み 
・（仮称）江南駅周辺土地区画整理事業などの実現に向けた助言を継続して実施

  ・新たな工業用地（団地）について、区内４地区の整備を促進

○亀田駅構内での障がい者アート展の開催や共生社会の周知，啓発活動 

○区役所だよりでの安心安全にかかる広報や交通安全教室など啓発活動の実施 
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